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サポート

次の HP OpenView の Web サイ ト を参照して ください。

http://openview.hp.com/ ( 英語 )
http://www.hp.com/jp/openview/ ( 日本語 )

これらのサイ トには、 HP OpenView の提供する製品、 サービス、 サポートについてのお問い合わせ先や詳細が

掲載されています。 日本語サポートサイ ト を表示するには、 上記英語版サイ トから [ サポート ] をク リ ッ ク し、

[Software Support Online] をク リ ッ ク して ください。 サポートサイ トでは、 次のこ とが可能です。

• 関心のある ドキュ メン ト を検索する

• ソフ ト ウェアパッチを探す

• サポート ケースを登録 / ト ラ ッキングする

• サポート契約を管理する

• HP サポートの問合わせ先を調べる

• 他のお客様とのディ スカッシ ョ ンに参加する

• ソフ ト ウェア ト レーニングに登録する
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1

概要

本章では、 次の項目について説明します。

• NNM Events and Availability

• フォルダーとレポート

• レポートのカスタマイズ方法

• 追加情報の入手先

NNM Events and Availability

NNM Event and Availability Report Pack は、 NNM ステーシ ョ ンから収集されたイベン トおよ

びダウンタイムのデータの傾向分析を提供します。 NNM は以下の属性を使用してイベン ト を定

義します。

• カテゴ リ

• 重要度

• デバイス

• デバイスのタイプ

• ベンダー

• カスタマ

NNM Event and Availability Report Pack を使用する と、 収集されたイベン トおよびダウンタ

イムに関するデータを表示できるため、 ネッ ト ワーク管理業務に役立ちます。 特定のデバイスや

特定のカスタマについて、 可用性が向上しているか、 それと も低下しているかを確認できます。 
アラームカテゴ リ別でアラームの発生件数を表示した り、 アラームの発生傾向を折れ線グラフで
表示します。 また、 重要度別でアラームの発生件数を表示したり、 アラームの発生傾向を折れ線
グラフで表示します。 さ らに、 各アラームカテゴ リの大半のアラームが発生しているデバイスを

特定できます。
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フォルダーとレポート
フォルダーとレポート

NNM Event and Availability をインス トールする と、 OVPI は NNM_Report ディレク ト リ を作

成します。 このディ レク ト リには次の 2 つのサブディ レク ト リがあ り ます。

• Availability

• Event

Availability ディレク ト リには以下のレポートが含まれています。

• 詳細な可用性

• 可用性 : カスタマ別予測

• 可用性 : ベンダー別予測

• 可用性 : SLA

Event ディ レク ト リには、 以下のサブディレク ト リがあ り ます。

• Category

• Severity

• Consolidated

Event ディレク ト リ直下

Event ディレク ト リ直下には以下のレポートが含まれています。

• カスタマ別イベン トサマ リー

• デバイスタイプ別イベン トサマ リー

• NNM ステーシ ョ ン別イベン トサマ リー

• ベンダー別イベン トサマ リー

• カスタマ別エグゼクティブサマ リー

• ベンダー別エグゼクティブサマ リー

• カテゴ リ別予測

Category

Category ディレク ト リには以下のレポートが含まれています。

• カテゴ リ とデバイス別 NNM イベン ト

• カテゴ リ とデバイスタイプ別 NNM イベン ト

• カテゴ リ と重要度別 NNM イベン ト

• カテゴ リ とベンダー別 NNM イベン ト

Severity

Severity ディレク ト リには以下のレポートが含まれています。
8



第 1 章
• 重要度とカテゴ リ別 NNM イベン ト

• 重要度およびデバイス別の NNM イベン トサマ リー

• 重要度およびデバイスタイプ別の NNM イベン トサマ リー

• 重要度およびベンダー別の NNM イベン トサマ リー

Consolidated 

Consolidated ディ レク ト リには以下のレポートが含まれています。

• カテゴ リ別 NNM イベン ト

• 重要度別 NNM イベン ト

• カテゴ リ別エグゼクティブサマ リー

• 重要度別エグゼクティブサマリー

• ホッ ト スポッ ト レポート

レポートのカスタマイズ方法

レポートの内容のカスタマイズは、 グループフ ィルターの適用、 パラ メータの編集、 テーブルと
グラフの編集、 カスタマのインポートによって行う こ とができます。 グループフ ィルターは、 カ

スタマ固有のレポート を生成する必要のあるサービスプロバイダ向けに設計されています。 テー

ブル、 グラフ、 またはパラ メータを編集した場合、 レポート を一時的に変更するこ とにな り、 誰
でも このよ う な変更を加えるこ とができます。

グループフ ィルター

カスタマとレポート を共有したり、 自社内の各部門に部門ごとのパフォーマンスデータを見せた
りする場合、 1 件のカスタマに限定されたデータを持つ、 カスタマ固有のレポートが必要です。

カスタマ固有のレポート を作成するには、 次の手順を実行します。

• Common Property Tables 3.0 を使用して、 カスタムプロパティ情報 ( カスタマ名とデバイス

の場所 ) をインポートする

• 特定のカスタマに関連のある全ユーザーのグループアカウン ト を作成する

• そのグループアカウン ト用のグループフ ィルターを作成する

グループアカウン ト用フ ィルターの作成の詳細は、 『Performance Insight 5.0 管理ガイ ド』 を参

照して ください。 

パラメータの編集

パラ メータの編集によ り、 見る必要のないデータを除外する制約を適用できます。 NNM Event 
and Availability Report Pack では、 以下のパラ メータが使用できます。

• Category

• Category ID
9



追加情報の入手先
• Customer

• Customer ID

• Device

• Device Type

• NNM Station

• Severity

• Severity ID

• Vendor

レポート ビューアを使用している場合は、 以下の手順に従ってパラ メータを編集して ください。

1 メニューバーから [ 編集 ] [ パラメータ値 ] を選択します。

2 [ パラ メータ値の変更 ] ウ ィンド ウが開いたら、 [ 現在の値 ] フ ィールドをク リ ッ ク します。

3 新しい値を入力します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

レポート を リモートで表示している場合は、 以下の手順を実行します。

1 レポート右下の [ 編集 ] アイコンをク リ ッ ク します。

2 [ パラ メータの編集 ] ウ ィンド ウが開いたら、 該当するフ ィールドに制約を入力します。

3 [ 送信 ] をク リ ッ ク します。

追加情報の入手先

NNM Event and Availability Report Pack のデモパッケージには、 パッケージ内のすべてのレ
ポートのサンプルが含まれます。 デモパッケージが利用可能で、 完全なレポートの表示内容を見
たい場合、 デモパッケージをインス トールして ください。 デモパッケージの最新の拡張機能およ
びデモパッケージに影響のある既知の問題については、 『NNM Event and Availability Report 
Pack 1.0 Release Statement』 ( 英語 ) を参照して ください。 また、 次のドキュ メン ト も参考にし
て ください。

• 『Common Property Tables 3.5 ユーザーガイ ド』

• 『ネッ ト ワーク ノードマネージャ  データ分析 / レポート ガイ ド』

• 『HP OpenView ネッ ト ワーク ノードマネージャ  ネッ ト ワーク管理ガイ ド』

中心となる製品である OVPI のマニュアルと、 OVPI 上で動作するレポート機能についての
マニュアルは、 次の Web サイ トからダウンロードできます。

http://www.hp.com/managementsoftware ( 英語 )

[Support]>[ 製品マニュアル ( 英語 )] を選択する と、 「Product manuals search」 ページ ( 英語 ) が表

示されます。 OVPI のマニュアルは [1. Product] で [Performance Insight] を選択する と表示され

ます。 また、 レポートパッケージ、 データパイプ、 および NNM SPI のマニュアルは、

[Reporting and Network Solutions] を選択する と表示されます。

日本語のマニュアルは以下の URL から も入手できます。
http://www.jpn.hp.com/doc/manual/openview/index.html
10



第 1 章
[Reporting and Network Solutions] の下に表示される各種マニュアルには、 発行年月が示されてい

ます。 ユーザーガイ ドが改訂されて新しいものが公開される と、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号
が変わらない場合でも、 発行年月が変わり ます。 改訂したマニュアルは定期的に公開されるた
め、 このサイ ト を見て更新されていないかを確認して、 最新版でない可能性のある古い PDF を

参照するのは避けてください。
11



追加情報の入手先
12



2

パッケージのインストール

本章では、 次の項目について説明します。

• NNM と OVPI の統合

• NNM Event and Availability のインス トール

• レポート表示のオプシ ョ ン

• パッケージの削除

NNM と OVPI の統合

NNM サーバーが OVPI サーバーに統合されていなければ、 NNM Event and Availability 
Report Pack は機能しません。 サーバーがまだ統合されていない場合は、こ こで行って ください。 
NNM と OVPI を統合するには、 NNM/Performance Insight Integration Module をインス トー

ルします。 このモジュールには、 NNM サーバー用のコンポーネン ト と OVPI サーバー用のコン

ポーネン トが含まれています。 詳細は、 『NNM/Performance Insight Integration Module 2.0 
User Guide』 ( 英語 ) を参照して ください。

オペレーティングシステムが Windows の場合、 Integration Module をインス トールする と、 イ

ベン トデータを NNM から OVPI に移動する ICO_RNS という Windows サービスがインス トー

ルされます。 インス トールプロセスでこのサービスが作成され、 スタート アップの種類が 「自

動」 に設定されますが、 実際にはサービスは自動的には開始されません。 初回実行時にこのサー

ビスを手動で開始する必要があ り ます。 その後は、 マシンの再起動時に ICO_RNS が自動的に開

始されます。

OVPI に関連する前提条件

NNM Event and Availability Report Pack をインス トールする前に、 OVPI サーバーは以下を必

要と します。

• OVPI 5.0

オペレーティングシステムが UNIX の場合は、 初回実行時に手動でサービスを

開始する必要はあ り ません。
13



NNM Event and Availability のインストール
• OVPI 5.0 に提供されているすべてのサービスパッ ク

• Common Property Tables 3.0 以降

NNM Event and Availability のインストール

レポートパッ クをインス トールするには以下のタスクを実行します。

• タスク 1: OVPI Timer を停止し、 RNS 7.0 CD からレポートパッ クを抽出する

• タスク 2: 必要があれば、 Common Property Tables をアップグレードする

• タスク 3: NNM Event and Availability Report Pack をインス トールする

タスク  1: OVPI Timer を停止し、 RNS 7.0 CD から OVPI パッケージを抽出する

1 システムにログインします。 UNIX システムの場合は、 root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows: [ コン ト ロールパネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを実行します。

HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer stop

Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 RNS 7.0 CD を挿入します。 次のいずれかを実行します。

• Windows で、 自動実行が無効になっている場合は setup.bat コマンドを実行します。 
自動実行が有効になっている場合は、 [ メ イン メニュー ] が表示されます。 

• UNIX の場合、 CD が自動的にマウン ト されない場合は CD を手動でマウン ト し、 

setup コマンドを実行します。

4 選択フ ィールドに 1 と入力して OVPI レポートパッ クを選択し、 [Enter] を押します。 インス

トールスク リプ トが進捗バーを表示します。 抽出処理が終わる と、 インス トールスク リプ ト
はパッケージマネージャを起動します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが

開く。

タスク  2: Common Property Tables のアップグレード

Common Property Tables の古いバージ ョ ンを使用している場合は、 Common Property Tables 
3.0 以降にアップグレード します。 Common Property Tables のアップグレードパッケージのイ

ンス トール方法は他のアップグレードパッケージのインス トールと同じです。 このパッケージと

システムの Packages ディレク ト リに移動する と、 レポートパッ クの

親ディ レク ト リの下に以下のディ レク ト リが表示されます。

• NNM_Event.ap
• NNM_Event_Demo.ap

デモパッケージのインス トールはオプシ ョ ンです。 デモパッケージは

単体でインス トールするこ と も、 レポートパッ ク と一緒にインス トー
ルするこ と もできます。
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第 2 章
他のパッケージを同時にインス トールするこ とはできません。 Common Property Tables のアッ

プグレードパッケージのみインス トールして ください。 パッケージマネージャによ り インス トー
ルの完了が通知されたら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。 

タスク  3: NNM Event and Availability Report Pack 1.0 のインストール

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開

きます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [ インス トール ] を選択します。 デフォルトのインス トールディ レク ト リ を受け入れるか、 必

要であれば参照機能を使用して別のディ レク ト リ を選択します。 

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。 [ レポートの配布 ] の
デフォルトの設定を受け入れます。 また、 同じウ ィンド ウ内のアプリ ケーシ ョ ンサーバー名
とポートのデフォルト値も受け入れます。 

5 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバー用のユーザー名とパスワードを入力します。 

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 

7 次のパッケージの横にあるチェ ッ クボッ クスを選択します。

CommonPropertyTables 3.5 

NNM_Event 1.0 

NNM_Event_Demo 1.0 

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 

9 パッケージのインス トール直後に [ タイプの検出 ] を実行するには、 [ タイプの検出 ] を選択

して [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

10 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、 インス

トールプロセスが開始されます。 インス トールプロセスが完了する と、 インス トール完了

メ ッセージが表示されます。 

11 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

12 OVPI Timer を再起動します。

レポート表示のオプシ ョ ン

Web ブラウザでレポート を見るには、 まずレポート を配布しなければなり ません。 インス トール

時に [ レポートの配布 ] オプシ ョ ンを有効にしたため、 このパッケージのレポートは配布され、

リモートで表示できます。 

ユーザーがどのよ う な方法でレポート を表示できるかは、 OVPI のインス トール方法によって異

なり ます。 ク ライアン ト コンポーネン トがユーザーのシステムにインス トールされていれば、
ユーザーは [ レポート ビューア ]、 [ レポート ビルダ ]、 および [ 管理コンソール ] にアクセスす

るこ とができます。 ク ラ イアン ト コンポーネン トがユーザーのシステムにインス トールされてい

ない場合には、 ユーザーは Web 経由でしかレポート を表示できません。
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パッケージの削除
ク ラ イアン ト コンポーネン トの詳細は、 『Performance Insight インス トールガイ ド』 を参照して

ください。 レポートの配布、 表示、 および配布解除の詳細は、 『Performance Insight レポートの

作成および表示ガイ ド』 を参照して ください。

パッケージの削除

NNM Event and Availability をアンインス トールするには、 以下の手順を実行します。

1 システムにログインします。 UNIX システムでは trendadm でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

3 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開

きます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

5 [ アンインス トール ] をク リ ッ ク します。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。

7 NNM Event Report Pack のレポートがこのサーバーから配布された場合は、 [ レポートの配

布解除 ]、 [OVPI アプ リ ケーシ ョ ンサーバー名 ]、 および [ ポート ] のデフォルト値を受け入

れます。 その他の場合は、 チェッ クボッ クスを選択解除して手順 9 に進みます。

8 OVPI アプリ ケーシ ョ ンサーバー用のユーザー名とパスワードを入力します。

9 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

10 次のパッケージの横にあるチェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

NNM_Event 1.0 

NNM_Event_Demo 1.0 

11 [OK] をク リ ッ ク します。

12 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。 

13 [ アンインス トール ] をク リ ッ ク します。 [ アンインス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、

削除プロセスが開始されます。 アンインス トール処理が完了する と、 パッケージの削除完了
メ ッセージが表示されます。 

14 [ 完了 ] をク リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。

15 OVPI Timer を再起動します。
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3

NNM 管理ステーシ ョ ンの準備

本章では、 次の項目について説明します。

• プロパティの追加と変更

— 一括インポート を使用する方法

— NNM Event Report Pack に付属のフォームを使用する方法

• NNM での OVI の HTTP ポート番号の変更

• ノード情報またはカテゴ リ情報の同期

• OV NNM イベン トデータツールの変更

• 収集エラーのチェ ッ ク

イベン トおよび可用性データの収集には NNM ステーシ ョ ンの リ ス トが必要です。 この リ ス ト を

作成するには、 一括インポート と OVPI フォームを使用する 2 つの方法があ り ます。

プロパティの追加と変更

プロパティ情報には、 以下の情報が利用されます。

• NNM Event Report Pack に付属のフォーム

• Common Property Tables のバッチモードによるプロパティのインポート

• Common Property Tables ( デバイス、 カスタマ、 ベンダー )

• Category List Table

• NNM List Table

• 「NNM リ ス ト の追加または更新」 フォーム

• 「カテゴ リ情報の追加または更新」 フォーム

• ネッ ト ワークからの自動供給

特定のデバイスまたは特定のインタフェースに関連付けられているカスタマがある場合、 あるい
は、 特定のデバイスに関連付けられているベンダーがある場合は、 Common Property Tables を

使用してこの情報をインポート して ください。
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プロパティの追加と変更
一括インポート

一括インポート を使用して NNM ステーシ ョ ンの リ ス ト をインポートするには、 以下のタスクを

実行します。

• タスク 1: NNM ステーシ ョ ン リ ス ト ファ イルを作成する

• タスク 2: NNM ステーシ ョ ン リ ス ト ファ イルをインポートする

• タスク 3: OVPI データを収集する

タスク  1: NNM ステーシ ョ ンリス ト フ ァイルを作成する

NNM ステーシ ョ ンの一括インポート をする場合、 または収集のための NNM ステーシ ョ ンセッ

トが必要な場合は、 $DPIPE_HOME/data/PropertyData/NNM_Event/ディレク ト リに、 プ

ロパティパラ メータファ イルの NNM_List.dat を作成します。 1 つの NNM ステーシ ョ ンをイ

ンポートするには、 19 ページの 「フォームの使用」 に説明されているフォームを使用します。

データのフォーマッ トは次のとおりです。

<nnm_station_1><tab><ovi_port_number>

<nnm_station_n-1><tab><ovi_port_number>

<nnm_station_n><tab><ovi_port_number>

例 :

nnm1.hp.com  8092

nnm2.hp.com  8092

nnmn.hp.com  8092

デフォルトの OVI ポート番号は 8092 です。 

タスク  2: NNM ステーシ ョ ンリス ト をインポートする

NNM ステーシ ョ ン リ ス ト をインポートするには、 NNM List Importer ツールを実行します。

$DPIPE_HOME/bin/trend_proc -f $DPIPE_HOME/scripts/NNM_Event_import_nnm.pro

このツールは、 NNM_List.dat を OVPI データベースにインポート します。 インポート された リ

ス トは、 データ収集が可能です。 

タスク  3: データ収集

NNM ステーシ ョ ン リ ス トの準備ができたら、 収集の準備は完了です。 初回の収集では、 データ

収集ツールによ り以下が実行されます。

1 デバイスタイプ、 ベンダー、 およびカテゴ リ情報によ り NNM から ノードを取得します。 

2 NNM ステーシ ョ ンから過去 2 日間のデータまたは NNM で入手可能なデータのどちらか小

さい方を取得します。 

OVI の CommandResponder pluglet のポート番号を変更した場合のみ、 この

ポート番号を変更して ください。

エラーは $DPIPE_HOME/log/trend.log にログ記録されます。 
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第 3 章
3 カテゴ リ リ ス ト を OVPI に配置します。

フォームの使用

この項では、 以下のフォームについて説明します。

• NNM リ ス トの追加または更新

• NNM ステーシ ョ ンの削除

• カテゴ リ情報の追加または更新

• アラームカテゴ リの削除

• 可用性しきい値の更新

これらのフォームを使用して、 プロパティデータを作成、 更新または削除します。 

フォームを起動するには、 [ 管理コンソール ] ウ ィ ンド ウの左側にあるパネルの [ オブジェク ト ]
アイコンをク リ ッ ク します。 [ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ビューが開きます。 オブジェ

ク トマネージャにオブジェク トの一覧が表示されます。 表示されるオブジェク トの種類は、 オ
ブジェク トマネージャのどのビューを開いているかによって異なり ます。 デフォルトのビュー
は [ デバイス ] ビューで、 デバイスの一覧が表示されます。 ビューを変更するには、

[ ビュー ]>[ ビューの変更 ] を選択し、 ポップアップウ ィンド ウから別のビューを選択します。 更

新対象のオブジェク トの種類が表示されたら、 更新する特定のオブジェク ト を選択します。 

オブジェク ト を選択する と、 右側のウ ィ ンド ウに [ オブジェク ト固有のタスク ] が表示されます。 
ダブルク リ ッ ク してフォームを開きます。 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存して

フォームを閉じるには [OK] を、 変更を保存せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ

ク します。

NNM リス トの追加または更新

以下を追加または変更するには、 [NNM リ ス トの追加または更新 ] フォームを使用します。

• OVPI ポート番号

• ポーリ ング周期

• ポーリ ング粒度

• HTTP タイムアウ ト

以下の手順に従って、 NNM ステーシ ョ ンを更新します。

1 [ 管理コンソール ] を起動します。

2 [ オブジェク ト ] アイコンをク リ ッ ク します。 [NNM リ ス トの追加または更新 ] フォームが [ 全
般的なタスク ] の下に表示されます。 更新する NNM ステーシ ョ ンに移動して、 [NNM リ ス ト

の追加または更新 ] フォームをダブルク リ ッ ク します。

3 変更するデータを含む行をハイライ ト します。

デフォルトでは、 データ収集は 1 時間ごとに行われます。 NNM によって集約さ

れるデータの周期 ( ポーリ ング粒度 ) は 15 分です。
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プロパティの追加と変更
4 必要に応じて、 [ ポーリ ング間隔 ] を変更し、 $DPIPE_HOME/lib/trendtimer.sched の

次の行を変更します。

01:00 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f {DPIPE_HOME}/scripts/NNM_Event.pro

たとえば、 [ ポーリ ング間隔 ] が 180 分の場合、 この行を次のよ うに変更します。

03:00- - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f {DPIPE_HOME}/scripts/NNM_Event.pro

[ ポーリ ング粒度 ] は期間単位を [ ポーリ ング間隔 ] で割った結果の値です。 特定のポーリ ン

グ周期について、 収集されたイベン トデータは、 よ り細かい期間単位 ( 「ポーリ ング粒度」

という ) で集約するこ とができます。 たとえば、 ポーリ ング周期が 60 分の場合、 ポーリ ング

粒度は 30、 60、 180 分などの値に設定できます。

5 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [OK] を、 変更を保存

せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。

以下の手順に従って、 新規 NNM ステーシ ョ ンを追加します。

1 行を選択します。 

2 [NNM ステーシ ョ ン ] フ ィールドに NNM ステーシ ョ ン名を入力します。 その他の値を必要

に応じて変更します。
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第 3 章
3 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [OK] を、 変更を保存

せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。 

NNM ステーシ ョ ンの削除

以下の手順に従って、 1 つの NNM ステーシ ョ ンを削除します。

1 [ 管理コンソール ] を起動します。

2 [ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ビューが開きます。 [ ビュー ]>[ ビューの変更 ] を選択し、

ポップアップウ ィンド ウを使用して [OV NNM] ビューを選択します。 NNM ステーシ ョ ンの

一覧が表示されます。 

3 削除する NNM ステーシ ョ ンを選択します。 

4 [ オブジェク ト固有のタスク ] の下の [NNM ステーシ ョ ンの削除 ] フォームをダブルク リ ッ ク し

ます。 フォームが開き、 OVPI データ収集用に設定された NNM ステーシ ョ ンが表示されま

す。 
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プロパティの追加と変更
5 削除する NNM ステーシ ョ ンを含む行をハイライ ト します。 

6 NNM ステーシ ョ ンを削除するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [OK]
を、 変更を保存せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。

カテゴリ情報の追加または更新

以下の手順に従って、 NNM ステーシ ョ ンの新規アラームカテゴ リ を更新します。

1 [ 管理コンソール ] を起動します。

2 [ オブジェク ト ] をク リ ッ ク します。 [ カテゴ リ情報の追加または更新 ] は [ 全般的なタスク ] の
下に表示されます。 フォームをダブルク リ ッ ク します。 

3 NNM ステーシ ョ ンに移動し、 フォームをダブルク リ ッ ク します。 フォームが開き、 カテゴ

リ情報が表示されます。 

NNM ステーシ ョ ンを削除する と、 その NNM ステーシ ョ ンはデータ

の収集を中止します。 既存のデータは使用可能です。 
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4 変更するデータを含む行をハイライ ト します。 

5 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [OK] を、 変更を保存

せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。 

以下の手順に従って、 新規 NNM ステーシ ョ ンを追加します。

1 行を選択します。 

2 新しい [ カテゴ リ  ID] および [ カテゴ リ名 ] を入力します。

3 変更を保存する場合は [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じる場合は [OK] を、 変更を

保存せずにフォームを閉じる場合は [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。

アラームカテゴリの削除

以下の手順に従って、 NNM ステーシ ョ ンのカテゴ リ を削除します。

1 [ 管理コンソール ] を起動します。
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プロパティの追加と変更
2 [ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ビューが開きます。 [ ビュー ]>[ ビューの変更 ] を選択し、

ポップアップウ ィンド ウを使用して [OV NNM] ビューを選択します。 NNM ステーシ ョ ンの

一覧が表示されます。 

3 削除する NNM ステーシ ョ ンを選択します。 

4 [ オブジェク ト固有のタスク ] の下の [ アラームカテゴ リの削除 ] フォームをダブルク リ ッ ク し

ます。 フォームが開き、 [NNM ステーシ ョ ン ]、 [ カテゴ リ  ID]、 および [ カテゴ リ名 ] が表

示されます。

5 削除する行をハイライ ト します。 

6 NNM ステーシ ョ ンのカテゴ リ を削除するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じる

には [OK] を、 変更を保存せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。

可用性しきい値の更新

[ 可用性しきい値 ]( 可用性の割合 ) 値は、 [NNM ステーシ ョ ン ]、 [ カスタマ ]、 [ ベンダー ] およ

び [ デバイスタイプ ] に基づいています。 しきい値はパフォーマンスの正常と異常の境界線です。 
この境界線を超える と、 例外が記録されます。 しきい値は個別の必要性に応じて簡単に変更でき

る、 デフォルト値に設定されます。
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以下の手順に従って、 しきい値を変更します。

1 [ 管理コンソール ](piadmin) を起動します。

2 [ 全般的なタスク ] の下の [ オブジェク ト ] をク リ ッ クする と、 [ 可用性しきい値の更 ] フォーム

が表示されます。 フォームをダブルク リ ッ ク します。 フォームが開き、 [ 可用性しきい値 ]
テーブルが表示されます。 

3 変更する [ 可用性しきい値 ] を含む行をハイライ ト します。

4 変更を保存するには [ 適用 ] を、 変更を保存してフォームを閉じるには [OK] を、 変更を保存

せずにフォームを閉じるには [ キャンセル ] をク リ ッ ク します。
25



NNM での OVI の HTTP ポート番号の変更
NNM での OVI の HTTP ポート番号の変更

ポート番号 8092 がすでに使用されている場合は、 以下の手順に従ってポート番号を変更して く

ださい。

1 NNM で、 以下に指定したファ イルの <serverPort>8092</serverPort> パラ メータを、

新しい HTTP ポート番号を指定するよ う変更します。

UNIX

$OV_INSTALL_DIR/conf/OVPI_INTEGRATION/ResponderProxyPluglet.config 

Windows

%OV_INSTALL_DIR%/newconfig/OVPI_INTEGRATION/ResponderProxyPluglet.config

2 OVI CommandResponder pluglet を再起動します。 OVI を開始または停止するには、以下の

よ うにします。

UNIX

$OV_BIN/ICO_ctl.ovpl -s : OVI を停止する場合

$OV_BIN/ICO_ctl.ovpl -g : OVI を開始する場合

Windows

%OV_BIN%¥ICO_ctl.ovpl -s : OVI を停止する場合

%OV_BIN%¥ICO_ctl.ovpl -g : OVI を開始する場合

ノード情報またはカテゴリ情報の同期

すべての NNM ステーシ ョ ンのノード情報またはカテゴ リ情報を同期するには、

get_nnm_aggevt ツールを使用します。 

• NNM Event Report Pack を NNM からの現在のノード情報で更新するには、 以下のスク リ

プ ト を使用してノード情報を取得します。

$DPIPE_HOME/bin/perl $DPIPE_HOME/scripts/get_nnm_aggevt.pl -i

• アラームカテゴ リは時間の経過と と もに増大します。 ( 例 : 新規 RNS SPI をインス トールし

た場合 ) NNM Event Report Pack を更新するには、 以下のスク リプ ト を使用してノード情

報を取得します。

$DPIPE_HOME/bin/perl $DPIPE_HOME/scripts/get_nnm_aggevt.pl -c

OV NNM イベン トデータツールの変更

OV NNM では、 以下のツールを使用してイベン トデータを提供します。

• ovdumpevents: OVPI のデフォルトのデータ収集ツールです。 

• ovdwquery: RDBMS に基づいています。 
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これらのツールの詳細は、 『HP OpenView ネッ ト ワーク ノードマネージャ  ネッ ト ワーク管理ガ

イ ド』 を参照して ください。 

以下の手順に従って、 ツールを ovdwquery に変更します。

1 $DPIPE_HOME/libディ レク ト リにアクセスします。

2 以下のエン ト リーを使用して NNM_Event_Report.conf という名前の設定ファイルを作成

します。

AGG_TOOL,ovdwquery

次のポーリ ング周期では、 OV NNM からイベン トデータを取得するのにこのツールが使用

されます。

以下の手順に従って、 ツールを ovdumpevents に変更します。

1 $DPIPE_HOME/libディ レク ト リにアクセスします。

2 次のいずれかを実行します。

• NNM_Event_Report.conf設定ファイルを削除する  

• 上記の設定ファイルの AGG_TOOL エン ト リーを AGG_TOOL,ovdumpevents に変更する

収集エラーのチェ ック

以下のログファ イルを順にチェ ッ ク します。

1 OVPI では、 すべての NNM ステーシ ョ ンの収集の詳細は $DPIPE_HOME/log/trend.log

にログ記録されています。 NNM ステーシ ョ ンからのイベン トデータを収集するモジュール

である、 get_nnm_aggevt.pl を含むエン ト リーがないかど うかを調べます。

2 NNM では、 収集の詳細およびエラー ( 発生した場合 ) は、 以下にログ記録されます。

$OV_TMP/OVPI/NNM_EVT_RP_*log
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収集エラーのチェ ック
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4

分散システム

NNM Event Report Pack を複数のサーバにわたる分散システムと して実行する場合は、 中央
サーバーと各サテライ トサーバーを設定する必要があ り ます。

中央サーバーの設定

中央サーバーを設定するには、 次のタスクを行います。

• タスク 1: サテライ トサーバー データベースとの接続をセッ ト アップする

• タスク 2: trendcopy pull コマンドを設定し、 trendtimer.sched のエン ト リーを変更する

タスク  1: サテライ トサーバー データベースとの接続をセッ トアップする

1 [ 管理コンソール ] を起動します。

2 左下の [ システム ] アイコンをク リ ッ ク します。 [ システム / ネッ トワークの管理 ] ペインが開き

ます。

3 [ データベース ] フォルダーを右ク リ ッ ク します。 プロンプ トが出たら [ データベースの追加 ]
を選択します。 [ データベースの追加ウ ィザード ] が開きます。 

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

5 追加するデータベースのホス ト名とポート番号を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

6 [ 概要 ] を確認します。 データベースを追加するたびに手順 4 と 5 を繰り返します。

7 こ こまでの手順が終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

タスク  2: trendcopy の pull コマンドを設定し、 trendtimer.sched のエン ト リーを変更する

1 次のファイルを開きます。

$DPIPE_HOME/scripts/hourly_NNM_Event.pro

$DPIPE_HOME/scripts/hourly_NNM_Avail.pro

2 trendcopy コマンドを、 各コマンドに各サテライ トサーバーの正しいサーバー名が含まれる

よ うに修正します。

3 必要に応じて、 さ らにコマンドを追加します。
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サテライ トサーバーの設定
4 この手順はオプシ ョ ンです。 インス トールによ り、 中央サーバーで割合データを使用する必

要がある場合は、 copy コマンドの SH_NNM_Event、 SH_NNM_Avail を RNNM_Event、
RNNM_Avail に変更します。 

5 NNM_Event.pro は 1 時間ごとのプロセスファ イルを呼び出し、 Event および Availability
の両方の要約データを収集します。 $DPIPE_HOME/lib/trendtimer.sched ファ イルを

編集します。 中央サーバーが 1 時間ごとの要約処理を始める前に、 サテライ トサーバーが 1
時間ごとの要約処理を確実に完了するよ うに、 開始時間を 1:00 から 1:00+20 に変更します。 
デフォルトでは、 このプロセスは毎時ちょ う どに開始されます。

6 すべてのシステムク ロ ッ クが同期されているこ とを確認します。 リ ンク されたプロセスが複

数のマシン上で実行される分散環境では、 これは不可欠です。 システムクロ ッ クが同期され

ていないと、 これらのプロセスは正確な順序で実行されません。

サテライ トサーバーの設定

次の手順に従って、 サテライ トサーバーを設定します。

1 $DPIPE_HOME/lib/trendtimer.sched ファ イルの以下のエン ト リーをコ メン ト アウ ト

して以下の集約をオフにします。

24:00+03:00 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f {DPIPE_HOME}/scripts/
daily_NNM_Event.pro

24:00+03:00 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f {DPIPE_HOME}/scripts/
daily_NNM_Avail.pro

SU+24:00 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f {DPIPE_HOME}/scripts/
weekly_NNM_Event.pro

MONTH1+24:00 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f {DPIPE_HOME}/scripts/
monthly_NNM_Event.pro

MONTH1+24:00 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f {DPIPE_HOME}/scripts/
monthly_NNM_Avail.pro

MONTH1+24:00 - - {DPIPE_HOME}/bin/trend_proc -f {DPIPE_HOME}/scripts/
yearly_NNM_Avail.pro

2 以下の要約を除く、 すべてのエン ト リーをコ メン ト アウ ト して、 hourly_NNM_Event.pro を

変更します。

{DPIPE_HOME}/bin/trend_sum -f {DPIPE_HOME}/scripts/hourly_NNM_Event.sum

3 各サテライ トサーバーが、 異なる NNM ステーシ ョ ンからデータを収集しているこ とを確認

して ください。

ポーリ ングしたデータを各サテライ トサーバーから 1 時間ごとにコピーする と、

サテライ トサーバーと中央サーバーの間のト ラフ ィ ッ クが増加し、 中央サー
バーの処理負荷が増大します。
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5

10 個のサンプルレポート

この章では、 以下のレポートのサンプルを紹介します。

1 詳細な可用性レポート

2 可用性 : カスタマ別予測

3 可用性 : SLA レポート

4 ベンダー別エグゼクティブサマ リー

5 NNM ステーシ ョ ン別イベン トサマ リー

6 重要度別予測

7 ホッ ト スポッ ト : デバイス別ト ップ 20

8 カテゴ リ とデバイス別 NNM イベン ト

9 重要度とデバイス別 NNM イベン ト

10 重要度別エグゼクティブサマリー

サンプル 1: 詳細な可用性

選択したカスタマおよび選択したタイプのデバイスについての、 ベンダーごとの日次、 月次、 年
次の可用性情報。 このレポートには、 複数の NNM ステーシ ョ ンにまたがる可用性は表示されま

せん。 このレポートは、 NNM ステーシ ョ ンレベルでデータを集約します。

最初に NNM ステーシ ョ ンを選択し、 次にベンダー、 カスタマ、 およびデバイスタイプを選択し

ます。 選択フ ィールドの下に、 以下の項目に対する統計情報が表示されます。

• 可用性

• MTTR

• 総停止時間

• MTBF

• 停止時間 ( 秒 )

このレポート を使用して、 特定の NNM ステーシ ョ ンによって管理されている特定のデバイスタ

イプの可用性が向上しているか、 低下しているかを確認できます。 
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サンプル 2: 可用性 : カスタマ別予測

複数の NNM ステーシ ョ ンを使用している場合、 このレポートはすべての NNM ステーシ ョ ンか

らのデータを集約し、 データをカスタマレベルまでま とめます。 カスタマを選択してから、 すべ

てまたは特定のデバイスタイプのどちらかを選択できます。 以下の項目について、 ベースライ

ン、 F30、 F60、 および F90 の値が棒グラフで示されます。

• MTBF

• MTTR

• 可用性

• ダウンタイム

このレポート を使用して、 選択したカスタマについて可用性のメ ト リ ッ クが向上するか、 または
低下するかを予測できます。

サンプル 3: 可用性 : SLA レポート

SLA 可用性のレポートは、 複数の NNM ステーシ ョ ンのデータを集約します。 このレポートは次

の 4 つの情報を提供します。

• 特定のベンダー機器における平均的な動作状況 ( 可用性に関するしきい値違反の有無 )

• 1 つのベンダー製の各種デバイスの動作状況 ( しきい値違反の有無 )

• 特定のカスタマが所有するデバイスの平均的な動作状況 ( しきい値違反の有無 )

• 特定のカスタマが所有する各種デバイスの動作状況 ( しきい値違反の有無 )

このレポートはダウンタイムの詳細と可用性の詳細の両方を調べます。 実際の可用性と SLA の

値 ( 可用性のしきい値 ) を比較し、 実際のダウンタイムと SLA の値 ( ダウンタイムのしきい値 )
を比較するこ とができます。 

サンプル 4: ベンダー別エグゼクテ ィブサマリー

このレポートは、 アラームカテゴ リ とアラーム重要度データを、 ベンダーレベルでステーシ ョ ン
ごとに集約します。 このレポートから以下を判定できます。

• 複数のアラームカテゴ リにまたがるアラームの分布

• カテゴ リ別のアラームの件数が増加しているか、 それと も減少しているか

• 重要度レベルの分布

• 重要度レベル別のアラームの件数が増加しているか、 それと も減少しているか

サンプル 5: NNM ステーシ ョ ン別イベン トサマリー

このレポートはイベン トの合計数をステーシ ョ ンごとに集約します。 このレポート を使用して、

各 NNM ステーシ ョ ンの合計数と、 合計数が増加しているか、 それと も減少しているかを把握で

きます。
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サンプル 6: 重要度別予測

このレポートはアラーム重要度の予測を生成します。 すべてのデバイスの重要度データをステー

シ ョ ンごとに集約し、 各重要度レベルのベースライン値を計算します。 このベースライン値を
F30、 F60、 F90 と比較できます。 このレポート を使用して、 ベースライン期間で最も多い重要

度レベルを調べ、 各重要度レベルの将来の動向を計るこ とができます。

サンプル 7: ホッ トスポッ ト : デバイス別ト ップ 20

このレポートは、 各デバイスのイベン ト をステーシ ョ ンごとに集約します。 このレポート を使用

して、 イベン トの大半に関連するデバイスを見つけるこ とができます。 ステーシ ョ ンを選択して

から重要度レベルを選択して ください。 グラフにはイベン ト件数の多い順から少ない順にランク

付けされたデバイスの一覧が表示され、 イベン トの大半に関連する上位 20 のデバイスのイベン

ト統計情報を確認できます。

サンプル 8: カテゴリ とデバイス別 NNM イベン ト

このレポートは、 イベン ト カテゴ リの統計情報をステーシ ョ ンごとに集約します。 このレポート

を使用して、 1 つのイベン ト カテゴ リから ド リルダウンして、 そのカテゴ リのアラームに関連す

るデバイスの一覧を表示できます。 デバイスは、 そのアラームカテゴ リのイベン ト件数の多い順

から少ない順にランク付けされます。 このレポート を使用して、 各アラームカテゴ リのイベン ト

の大半に関連するデバイスを見つけるこ とができます。

サンプル 9: 重要度とデバイス別 NNM イベン ト

このレポートは、 重要度レベルの統計情報をステーシ ョ ンごとに集約します。 このレポート を使

用する と、 1 つの重要度レベルから ド リルダウンして、 そのレベルのアラームに関連するデバイ

スの一覧を表示できます。 デバイスは、 その重要度レベルのイベン ト件数の多い順から少ない順

にランク付けされます。 このレポート を使用して、 各重要度レベルのイベン トの大部分に関連し

ているデバイスを調べるこ とができます。

サンプル 10: 重要度別エグゼクティブサマリー

このレポートは、 重要度レベルあたりのイベン ト件数に関するデータをま とめます。 結果はベン

ダーごと、 およびカスタマごとに表示されます。 NNM ステーシ ョ ンを選択してから、 ベンダー

および重要度レベルを選択して ください。 右のグラフに、 この特定のデバイスおよびこの特定の

重要度レベルのイベン ト件数の傾向線が示されます。 また、 カスタマおよび重要度レベルも選択

できます。 右のグラフに、 この特定のカスタマおよびこの特定の重要度レベルのイベン ト件数の

傾向線が示されます。 このレポート を使用して、 ある重要度レベルのイベン ト件数が増加してい

るか、 減少しているかを調べるこ とができます。
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